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１．教育活動　　（平成19年度）

  (1)担当科目（学部） 日本社会文化論 日本社会文化論特論 日本社会文化論基礎演習
芸能文化論 基礎ゼミⅠ 現代GP

（大学院） 日本文化史特論Ａ 日本文化史研究AⅠ 日本文化史研究AⅡ

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等 平成17年8月

平成18年2月

平成18年3月

平成18年3月

平成19年1月

　（2）著書

　(3)学会発表等

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 1 件

科学研究費補助金（分担） 4 件

その他外部資金 3 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等 TSS文化大学講演
広島市シティカレッジ「泉の話 話の泉」

広島大学内海文化研究施設季例会講演

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。
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古典籍書誌学

日本社会文化論演習

現代GP「宮島」担当（フィールドワーク等担当）。

樹下文隆，「謡曲《玉井》考－作品の構想と成立に関する試論－」，『広島女子大国文』第20号，pp.41-54

樹下文隆，「すぐれた演出家、観世信光」，第401回大槻能楽堂自主公演能研究公演能ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ，pp.1

樹下文隆，「能《玉井》と青木繁の「わだつみのいろこの宮」」，『能』第574号，pp1

樹下文隆，「毛利家・萩藩旧蔵典籍目録稿(3)－『麻布大御納戸御書物目録』－」，『県立広島大学人間文化
学部紀要』第1号，pp.97-112

樹下文隆，「作品研究《絵馬》」、『観世』第74巻2号，pp.26-34

国文学研究資料館国文学文献資料調査員 H19.4～H20.3

「厳島信仰と法華経」。5月22日
「鷹の泉という能」。6月23日
「中世における厳島信仰と法華経」。７月９日

平成19年4月より平成20年3月まで、中国新聞洗心欄に「ものがたり歳時記」と称するコラムを連載。計39回。地域に密着した
新聞紙上で、地域に関わる情報として日本文化史の内容を盛り込んで欲しいとの新聞社の意向に沿ったもの。内容は、１蝶と
牡丹、２胡蝶と夢、３梅花と蝶、４梅の船、５好学の象徴、６結び柳、７柳と幽霊、８鶯と蛙、９蛙が這う跡、10蛙を聴く、
11蛙飛び込む、12人間50年、13望夫石、14風と木の歌、15三日月、16鵺、17女郎花、18月と梓弓、19月宮殿、20岩戸神楽、21
大蛇、22海彦山彦、23玉井、24舟弁慶、25紅葉狩、26砧、27鬼女と狐、28竜虎相搏つ、29猩々と菊水、30松竹梅、31鏡板の
松、32節分、33立春、34琵琶法師、35涅槃会、36天神、37桃、38土筆、39彼岸。
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